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「物質フローと資源生産性に関するＯＥＣＤ-ジャパンセミナー」等の結果 

                 

１．「物質フローと資源生産性に関するＯＥＣＤ-ジャパンセミナー」について 

■日時 

平成19年9月26日（水）、27日（木）終日 

■場所： 

三田共用会議所 

■主催 

   ＯＥＣＤ、環境省 

■出席者 

ＯＥＣＤ加盟国、中国・ロシア等非加盟国、ＵＮＥＰ、ＥＣ、国内外の研究機関等の

担当者・研究者・専門家等、約120名出席。 

環境省からは、並木環境大臣政務官他出席。 

セミナーの全体議長は、森口祐一国立環境研究所循環型社会・廃棄物研究センター長。 

■経緯 

我が国からのＧ８サミットへの提案（2003年）により、ＯＥＣＤにおいて2004年に「物

質フローと資源生産性に関する国際共同研究」が開始された。今回のセミナーは、それ

から３年が経過した中、Ｇ８での提案国である我が国で開催されたものである。 

本会議では、政策決定のツールとしての物質フロー分析や、資源生産性の改善のため

の政策・手法・技術、さらに今後の方向について、各国政府関係者や専門家等によるプ

レゼンテーション及び活発な議論がなされた。また、最終的に議長サマリーが取りまと

められた。 

 

■議長サマリー概要 

本セミナーにおける議長サマリーの主なポイントは以下のとおり。 

(a) 最近の成果 
ＯＥＣＤや各国における研究、取組の成果としてＯＥＣＤガイダンスドキュメ

ント案などが提示された。また、ＯＥＣＤ加盟国、主要な非加盟国における物質

フロー分析や資源生産性指標の活用状況に関する情報や経験などを共有した。多

くの国で取組が進み、政策利用、手法開発の両面での大きな発展がみられた。 

(b) 今後重点的に取り組むべき事項 
各国の状況を考慮に入れた目標の設定も含めた資源生産性の指標は、資源のよ

り有効な利用を促進するための政策の実施にとって効果的であること、こうした

指標の政策利用を支援するため、国境を越えた物質フローとその環境影響、資源

生産性の鍵を握る物質や業種、３Ｒの効果の分析などに着目した知見の充実が必

要であることなどが認識された。 

(c) 今後の方向 
物質フローや資源生産性に関する調査研究、定期的な統計情報の収集及び政

策の企画・立案に関して、一層協力していくことが確認された。 
また、特に発展途上国において、物質フローと指標に対する認知度を高めた

り、物質フローや環境会計に関する調査や開発について情報共有を図ったり、

取り組む方法論の収斂を促すといった国際協力が重要であるといったことも認

識を共有した。 



この会合の成果は今後、持続可能な資源管理に関する国際的なプロセスであ

る、①2008 年４月にパリで開催されるＯＥＣＤ－ＵＮＥＰ国際会議、②資源生

産性に関するＯＥＣＤ理事会勧告へのインプットとなるのみならず、③2007 年

10 月にドイツで開催される３R 高級事務レベル会合、来年５月のＧ８環境大臣

会合や７月のＧ８洞爺湖サミットへと続く３R イニシアティブのＧ８プロセス

へとつながるものであることも確認されました。 

 

 

２．「物質フローから見たアジアの環境問題；東アジア循環型社会に向けて」について 

■日時 

９月28日（金）13：00～17:00 

■場所 

 富国生命ビル 28階大会議室 (東京都千代田区内幸町２－２－２） 

■主催 

  環境省、ＩＧＥＳ 

■参加者 

 政府、企業、研究者等約120名。 

■会議の概要 

  本公開セミナーは、マクロな物質フローの観点から、適正な国際資源循環の構築につ

いて意見交換を行い、東アジアでの適正な資源循環・循環型社会の形成に関する機会や

諸課題を議論することを目的として行った。 

  主なポイントは以下のとおり。 

 (a) 基調講演 

  ３Ｒイニシアティブの展開とアジアにおける循環型社会形成へ向けた取組を環境

省が紹介し、アジア３Ｒ推進基金の提言など日本の今後の取組方針を示した。 

(b) 第１セッション 

 ９月26日、27日に行われたＯＥＣＤ-ジャパンセミナーに参加したＯＥＣＤ、国立

環境研究所、ＥＣ等の国際機関代表及び物質フローに関する専門家より、物質フロー

の観点から見た地球環境問題についての最新の研究成果及び国際機関の取組が紹介

された。 

 (c) 第２セッション 

 パネルディスカッションを行い、循環資源の国際移動に関する原則、アジア発展途

上国でのリサイクル産業の能力開発に向けた政策対応、中古品の越境移動への対応な

どについて議論・意見交換がなされた。また、参加者の中からも積極的な質問・コメ

ントが出された。 

 

３．「資源効率と環境に関する国際ワークショップ」について 

■日時 

平成19年9月25日（火）終日 

■場所： 

三田共用会議所 

■主催等 

  主催：ＵＮＥＰ  協賛：ＯＥＣＤ、ＥＣ  後援：環境省 

■出席者 

ＯＥＣＤ諸国、新興経済国、国際機関などの研究者及び政策担当者約４０名出席。 

■会議の概要 

本ワークショップは、国連環境計画（ＵＮＥＰ）が本秋の立ち上げを計画している



「資源効率と環境に関する国際パネル（仮称）」（以下、「国際パネル」という。）

の準備会合として、主要な資源のフローとその効率性を把握する手法について専門家

による意見交換を行なうことを目的として開催された。 

ワークショップにおいては、資源フローの解析の手法や、資源フローの環境影響及

び社会経済的妥当性について、大学・研究機関や国際機関における研究事例が紹介さ

れ、国際パネルの今後作業に当たって留意すべき事項について意見交換が行なわれた。

また、今回の議論の成果を今年11月にブタペストで開催される予定の国際パネルの設

立会合に報告し、今後さらに議論を深めていくことが合意された。 


